
調査期間：令和７年８月１日（金）から８月２９日（金）まで
回答方法：インターネットによる専用フォームから回答
     又はこの用紙を郵送・FAX等で防災課に提出
問合せ先及び回答先：
 旭川市防災安全部防災課（〒070-8525 旭川市7条通9丁目）
 電話 25-9840(直通) FAX 24-2783
 電子メール bousai@city.asahikawa.lg.jp

「旭川市防災これ一冊 まとまっぷ」(仮称)
の作成に関するアンケート調査

洪 水

 本市では従来の洪水ハザードマップに中小河川の氾濫や雨
水等による内水氾濫（雨を排水しきれずに下水道などから水
が溢れ浸水すること）の想定を加えた新たなハザードマップ
と災害時に役立つ情報をまとめた冊子「旭川市防災これ一冊 
まとまっぷ」（仮称）の作成を進めています。
 作成の参考とするため、アンケート調査を実施しますので
ご協力をお願いします。

専用フォームはこちら

（裏面に続きます）

Ｑ１． あなたの年代を教えてください。（○はひとつ）

 １．10代以下 ２．20代 ３．30代 ４．40代 ５．50代
 ６．60代 ７．70代以上

Ｑ３． 現在の「旭川市洪水ハザードマップ」（平成31年3月改定）をご覧になったこと
はありますか？（○はひとつ）

 １．ある ２．ない

現在の「旭川市洪水ハザードマップ」

Ｑ４． Ｑ３で見たことが「ある」と回答した方にお尋ねします。どのような方法で見ま
したか。（○はいくつでも）

 １．（紙の）旭川市洪水ハザードマップ
 ２．（冊子の）旭川市暮らしの便利帳 
 ３．１や２のホームページ版 ４．その他（                  ）

Ｑ５． Ｑ３で見たことが「ある」と回答した方にお尋ねします。地図の見やすさについ
てどう思いましたか。（○はひとつ）

 １．見やすい ２．ふつう ３．見づらい

Ｑ２． あなたは普段、色覚で不自由を感じることがありますか？（○はひとつ）

 １．ある ２．ない 



洪 水

（質問は終わりです。ご協力ありがとうございました。）

Ｑ８． 新しいハザードマップにおいて、特に知りたいと思う情報を教えてください。
（○は３つまで）

１．自宅付近の水害リスク
２．自宅付近の避難所
３．水害時の避難行動
４．日頃の水害対策
５．土砂災害への備え
６．落雷・突風への備え
７．台風・大雨の基礎知識

８．地震への備え
９．雪害への備え
10．停電への備え
11．災害情報の入手方法
12．地域での防災活動
13．避難行動要支援者名簿
14．妊産婦の災害対策

15．高齢者の避難対策
16．障がい者の避難対策
17．ペットの避難対策
18．避難時の非常持出品
19．家庭での備蓄品
20．その他
（          ）

Ｑ６． Ｑ５で「見づらい」と回答した方にお尋ねします。なぜそのように感じましたか。
（自由に記載してください）

                            

Ｑ７． 現在の洪水ハザードマップは想定される浸水深（※１）を段階別に色分けし、水
害ハザードマップ作成の手引き（国土交通省）に示された標準の配色（※２）と
していますが、見づらいという意見も寄せられています。次の４つの配色のサン
プルから一番見やすいと感じるものをお選びください。（○はひとつ）

１ 水害ハザードマップ作成の手引きに
 示された標準の配色（現行と同じ）    

２ 標準の配色のうち、判別しづらい
 0.5m～3.0mの区分の色を除いた配色

３ 標準の配色を基本として、明るさを
 低めにし、色の違いを強調した配色

４ 青色を基調とした配色

Ｑ９． 新しいハザードマップに対して期待すること、ご意見等があれば記載してくださ
い。（自由に記載してください）
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※１：浸水が発生した際の水面から地面までの深さ
※２：色覚障がいのある方に配慮した上で浸水深の深さに応じて危険度の高い配色（黄→赤→紫）としたもの）


